


















































































































の調査を行った。一つ目は、2017 年８月 19 日から９月 30 日にかけて、アンケー
ト用紙および Google ドキュメントによるアンケート調査（調査１）である。二つ目
は 2018 年１月 15 日から１月 24 日にかけて、居住歴が北海道内に限られる藤女子
大学の学生 41 名（内居住歴が札幌に限られる者 23 名、年齢層は 10 ～ 20 代の若年
層）を対象に行ったもの（調査２）である。
　調査１の調査対象は、北海道出身の 10 代から 80 代の男女 57 名である。ただし、
幼少期を北海道外で過ごした 20 代女性１名を含んでいる。回答者の世代、性別ごと
の人数の内訳は以下の表１の通りである。
　なお、アンケート結果の集計にあたっては、10 代から 30 代を若年層、40 代から










   ( ) 
1 0  1 3 4 
2 0  1 1 2  1 3 
3 0  0 4 4 
4 0  2 5 7 
5 0  4 7 1 1  
6 0  5 4 9 
7 0  5 3 8 
8 0  1 0 1 
















































































































表 4：調査 1 結果（性差）
2  
表 5：性差が大きかった「～さる」とその意味（調査 1 による）
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いる。また、サ変動詞「する」のさる形として、sasaru と sirasaru があるとした上で、







　調査３は 2017 年 11 月 10 日から 11 月 21 日にかけて、アンケート調査（アン
ケート用紙、LINE）によって行った。調査対象は北海道出身の 10 代から 20 代の男
女 21 名である。ただし、幼少期を北海道外で過ごした 20 代の女性１名を含んでいる。
回答者の世代、性別ごとの人数の内訳は以下の表６の通りである。
表 6：調査３回答者の内訳
   ( ) 
1 0  1 4  5 
2 0  0 1 6  1 6 






　　　ａ．見らさる ｂ．見ささる ｃ．ａとｄどちらも使用する ｄ．どちらも使用しない
　２．着る










　　　ａ．煮らさる ｂ．煮ささる ｃ．ａとｂどちらも使用する ｄ．どちらも使用しない
　５．する
　　　ａ．しらさる ｂ．しささる ｃ．ａとｂどちらも使用する ｄ．どちらも使用しない
　６．寝る
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*1　先行研究ではこれをサル・ラサルや ‐ rasaru などと様々に表記しており、その
　まま記すが、筆者は本論において「～さる」という表記を用いることとする。
14
*2　山崎 (1994) は、小林多喜二の小説に -rasaru を使った表現があることを
　指摘している。メディアについては、筆者が「どさんこワイド 179 奥様ここでも
　う一品」( ＳＴＶテレビ ) において、以下のような使用例を確認した。
　　…ひっくり返して、ホッキが中に炒まさりますようにしましょう。(2017 年 10
　月 31 日放送どさんこワイド 179 奥様ここでもう一品 )








*6　井上 (2015) は、佐々木 (2007) の「逆使役用法」があくまで形態論的な分類であり、
　意味的な分類 ( 用法 ) とは区別して考える必要があると述べている。
*7　「～さる」を含む文中で、無情物主語は通常ガ格によって標示されるが、「めが
　ね ( が ) 曇らさった。」( 山崎 1994:229) のように助詞を使用しない場合もある。
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